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バングラデシュ農村における援助と社会開発－ クミッラ県にみる居住者へのインパクト（第 1 章） 




























第2 節 クミッラ県の特徴 








                                                  
1 BBS, 2003：p.21. なお、市（City Corporation）は、ダッカ、チッタゴン、ボリシャル、ラジシャヒ、クル






バングラデシュ農村における援助と社会開発－ クミッラ県にみる居住者へのインパクト（第 1 章） 
から、この時点でクミッラ県は14郡で構成されていることになる4。 
クミッラ県の総面積は 3085.17 平方キロメートルで、このうち河川面積は 29.14 平方キロメート
ル、森林面積は 8.39 平方キロメートルである（BBS, May 2001：p.17.）。総人口(2001 年)は 459 万





よりも低くなっている5。さらに、県平均の人口密度は 1,488 人に達しており、全国平均（837 人）
の1.7倍である（BBS, July 2003：p.17.）。県庁所在地はクミッラ市（parushava）6で、人口は16万
920人、その他４市（4 parushavas）の人口は、ダウドゥカンディ市4万2240人、チャンディナ市





























                                                  
4 但し、本論では12郡のデータを扱っている。 
5 BBS, July 2003：p.346. より算出した。 
6 Parushavaは、Municipalityを意味するベンガル語である。ただし、Parushavaには「地方自治体」がない
ので、市（City Corporation）と区別されている（ダウドゥカンディ郡統計局での聞き取り調査による）。 
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表1-1 : クミッラ県のボロ稲作付面積と収穫量の推移（1992-93～1996-97年） 
                          作付面積 ：エーカー、収穫量 ：トン、構成比 : % 
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注 : この統計書では、Grater District に基づき、バングラデシュ全土を23地域に分けてデータを収集して
いる。 
出所 : Bangladesh Bureau of Statistics, Yearbook of Agricultural Statistics 1997, 1998, pp.52-53.より作成 
 
表1-2 : 化学肥料を使用している耕作地面積と割合（1996年） 
(農地面積 : エーカー、構成比 : %） 
土地所有者（面積） 土地なし 
農民（面積） 小農 中農 大農 
  
  








































出所 : Bangladesh Bureau of Statistics, National Series- Volume-1 Census of Agriculture-1996, July 1999, 
p.49. and Bangladesh Bureau of Statistics, Zila Series Comilla, Census of Agriculture-1996, May 
2001, p.75.より作成。 
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に貧しい地域ではない」という声が聞かれることもある。確かに、2005 年 1 月現在、クミッラ県出
身の大臣が3名おり、それぞれの出身地は、コミラモデルの総本山であるコトワリ郡、日本ODAに
よって「モデル農村開発計画』が供与されたダウドゥカンディ郡及びホムナ郡である。具体的には、
コトワリ郡出身のアクバル・ホセイン（Akbar Hossain）が海軍（Ministry of Shipping）、ダウドゥ
カンディ郡出身の Dr. モシャルフ（Dd. Khandaker Morsharraf Hossain）が保健・家族福祉省
（Ministry of Health and Family Planning）、ホムナ郡出身のM.K.アヌワール（M.K. Anwar）が
農業省（Ministry of Agriculture）の各大臣を務めている。前職は、順に軍人、財務省（Ministry of 
Finance）の政務次官、ダッカ大学教授であった。 




























バングラデシュ農村における援助と社会開発－ クミッラ県にみる居住者へのインパクト（第 1 章） 
表1-4 : クミッラ県各郡における居住者の農地所有状況（1996年） 
                                     土地 : エーカー、世帯：数、割合：％  
土地所有者（世帯） 土地なし農民（世帯） 





















































































































































































































































































  注：各郡の統計数値は、上段に世帯数、下段に割合（％）を記載している。 




























表1-5 : クミッラ県における農業労働者の日当（2000年） 
                                        単位 : タカ 
    月 
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注: この統計書では、Grater District に基づきバングラデシュ全土を23地域に分けてデータを収集している。 
出所: Bangladesh Bureau of Statistics, Yearbook of Agricultural Statistics of Bangladesh 2001, June  
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表1-6 : クミッラ県各郡居住者の識字率（７歳以上、1991年と1996年） 
                                                       単位 : % 
1991 1996        年 
地 域 平均 都市 農村 平均 
バングラデシ
ュ平均 
   32.4 
   
女性  25.5 
男性  38.9 
      40.3
     
女性  33.3
男性  46.2
      21.2
     
女性  16.3 
男性  25.8 
      44.8
クミッラ県平
均 
   33.1 女性  26.0 
男性  40.2 
        ＿
    ＿
女性 
男性 
    ＿
    ＿
女性 
男性 
      39.1
コトワリ郡      44..6 
    
女性  36.5  
男性  51.6 
 54..7
     
女性  46.7
男性  61.2
      36.2
     
女性  28.7 
男性  43.2 
      51.3
ボョルラ郡       31.8 
     
女性  26.0 
男性  37.6 
      35.7
      
女性  27.4
男性  42.9
      31.6
     
女性  25.9 
男性  37.4 
      36.6
ブラーマンバ
ラ郡 
      32.6 
    
女性  24.9 
男性  40.2 
      41.0
    
女性  30.9
男性  49.3
      32.5
     
女性  24.8 
男性  40.0 
      37.5
ブリチョング
郡 
      34.3 
    
女性  25.9 
男性  42.1 
      39.7
    
女性  30.8
男性  47.7
      34.1
     
女性  25.8 
男性  41.9 
      39.4
チャンディナ
郡 
      27.7 女性  21.1 
男性  34.3 
      38.7
    
女性  29.6
男性  46.5
      27.1
     
女性  20.7 
男性  33.6 
      32.9
チョッドグラ
ム郡 
      33.0 
     
女性  26.5 
男性  39.8 
      42.9
     
女性  34.9
男性  49.6
      32.7
    
女性  26.2 
男性  39.4 
      38.0
ダウドゥカン
ディ郡 
      29.9 女性  23.2 
男性  36.6 
      45.2
     
女性  37.4
男性  51.3
      29.6
      
女性  23.0 
男性  36.3 
      34.4
デビッダール
郡 
      35.1 女性  26.5 
男性  43.6 
      56.9
      
女性  48.8
男性  64.2
   34.4 女性  25.9 
男性  42.9 
      40.4
ホムナ郡       21.9 女性  14.9 
男性  28.8 
      40.1
     
女性  31.7
男性  47.5
      21.3 女性  14.4 
男性  28.2 
      28.1
ラクシャム郡       34.4 
     
女性  28.4 
男性  20.7 
      38.3
      
女性  29.1
男性  46.4
      34.0
     
女性  28.3 
男性  40.1 
      39.5
ムラードナョ
ゴール郡 
      30.6 女性  23.2 
男性  38.0 
      34.9
     
女性  28.8
男性  40.8
      30.4
 
女性  22.9 
男性  37.8 
      35.2
ナンガョルコ
ト郡 
      30.2 
     
女性  24.3 
男性  36.6 
      40.9
     
女性  31.4
男性  48.3
      30.9
     
女性  24.1 
男性  36.3 
      34.8
注：＿はデータの記載なし。 
出所 : Bangladesh Bureau of Statistics, Bangladesh Population Census 1991, Zila : Comilla, August 1996,  
p.xi. and pp.8-60. Bangladesh Bureau of Statistics, Zila Series Comilla, May 2001, op.cit., p.19.  
Bangladesh and Bureau of Statistics, Statistical Yearbook of Bangladesh, 2001, 2002, pp.629.-630.よ 
り作成   
 
表1-7 : クミッラ県各郡居住者（５～24歳）の就学率（1991年） 
                                             単位 : % 
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女児 42.7 37.4 37.3 40.9 31.5 42.1 32.9 37.0 24.7 36.8 31.9 37.7
男児 50.0 48.8 52.2 54.0 42.2 54.5 41.3 52.6 35.4 48.7 44.8 51.0
出所 : Ibid., Zila : Comilla, August 1995, pp.8-60.より作成 
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て都市開発を進めることは、政府にとっての一大関心事である。そのため、政府は 1999 年 8 月 12
日に警察官を動員して居住者を一斉に追い払おうとしたが、居住者は団結して「スラム強制撤去反
対！」のスローガンを掲げて抵抗した。これに対して警察官が空砲射撃2回、催涙ガス弾25発を放
ったために両者は激しく対立し、警察官 2 人を含む 50 人が負傷し、強制撤去は見送られた17。その
後、戦略を変更した政府によって、スラム居住者は徐々に追い出されていった18。また、出火原因不
明の火災もあったという19。2003 年８月に現地を訪れたときには、スラムにあった粗末な家屋の殆






























21 BBS, Census of Slum Areas and Floating Population 1997, October 1999. この統計書が発行されてから、
スラムの強制撤去は勢いを増している。 
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                                                   単位 : % 
出 身 地  
  











1970年 31(100%)    11.7      _     3.9    27.5    29.4    15.7     1.9     3.9     5.8
1971-74 74(100%)    12.2     8.1     2.7    24.3    31.1    10.8     4.1     4.1     4.7
1975-79 63(100%)     7.9     1.6     3.2    19.0    20.6    22.2     1.6    15.8     7.9
1980-84 61(100%)    13.1    13.1     3.3    24.6    24.6     9.8     1.6     8.2     1.6
1985-88 30(100%)    10.0    10.0    13.3    16.7    13.3    16.7     6.7    10.0     3.3
合計 299    10.3     6.0     4.1    21.4    23.4    13.4     2.7     4.7     4.3
出所 : Pratima Paul-Majumder Simeen Mahmud Rita Afsar, The Suquatters of Dhaka City - Dynamism in 
the Life of Agargaon Squatters, Dhaka：The University Press Limited, August 1995, p.66. 
 










調査結果から、ダッカ市内では推定 33 万 4807 人のストリートチルドレンが確認されており、その
子どもたちの出身地は、ボリシャル（34.4%）、フォリドプル(19.0)、マイメンシン(16.6%)、クミッ
ラ(14.9%)、ダッカ市郊外(9.5%)、その他(5.5%)なっている23。ストリートチルドレンの発生要因も、
                                                  
22 Street Children という用語はHome Childrenの対極にあり、差別的な意味合いを含む。1980年代に、ユニ
セフはラテンアメリカでの経験から「子どもと家族の結びつき」を軸として、Street Children それを、Children 
of the Street とChildren on the Streetに大別している（Save the Children, 1994：p15.）。世界各国はこれを
基本としながらも、その定義はそれぞれ異なっている。バングラデシュ社会福祉省の調査では、各国の定義を参
照したうえで、Street Childrenの定義を４つに分類しており、いずれもChildren on the Street と表現してい




23 Ibid., (2001), p.37.なお、この他に6冊の報告書が作成されている。      
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第３節 指令による農村開発―コミラモデルの実像  
                                                 
3.1   アメリカの目論見―「緑の革命」導入に向けて 



















ハミッド・カーンは、コミラモデルの４つの柱として①TTDC（Thana Training and Development 
Center：郡研修開発センター）、②RWP（Rural Works Programme : 農村公共事業計画）、③TIP









































ド財団、ミシガン州立大学の 3 者間で、フォード財団からの 100 万ドル以上の財政援助を含む技術
援助に関する協定が締結された。そして同年 7 月、「村落開発のためのパキスタン・アカデミー設立















                                                  
25 Khan and Husain, October 1985：p.96. にマハブブルの見解が記載されている。 
26 South Asian Magazine, August,1998, Vol.11 No.8.（http://www.himalmag.com/Aug98/imterview.htm） 
27 Khan I, 1977：pp.349-350., Smith, 1979：pp.7-29.より構成している。 
28 アカデミーの名前は、草案ではPakistan Academy for Village Developmentであった。1962年10月、
Pakistan Academy for Rural Developmentに改名され(Khan I, ibid., p.352.)、バングラデシュ独立以降は
Bangladesh Academy for Rural Development(BARD) と改名されている。本論では、BARDを使用している。 
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33 South Asian Magazine, op.cit. 
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 3.13  BARD設立・「緑の革命」導入に向けての研修（1958年～） 
1959 年 4 月に開設したBARDの建物は、当時ムスリム教会として知られていたクミッラ市中心部
の古い建物を使用していたが、同年7月28日、クミッラ市中心部から１マイル離れた旧アブホイ・
アスラムに移転した。その後、1963 年 2 月にその建物をKTCCAが売却したため、BARDは、1963









れている（Khan N, 1977：pp.353-355.）。 
（1）理論 
 ① 農村経済学 
 (a) 全国開発における経済的要因、(b) 経済成長への代替的アプローチ、(c) 開発計画、(d) 農村経
済、(e) 灌漑・新種の農作物・耕作方法改善の経済学 
 ② 農村行政 
 (a) Rural Governmentの概念、(b) Rural Governmentの歴史、(c) コミラでの農村行政の実験、
(d) Public Work Programme 
 ③ 社会学、社会心理学、コミュニケーション 
 (a) バングラデシュ農村の社会構造、(b) 農村集団・派閥・リーダーシップ、(c) 新しいアイディア・
実践の普及、(d) 地域開発の諸原則と代替的アプローチ、(e) 全国開発における社会・心理的要因、
(f) 全国開発と近代化の理論、(g) インド・バングラデシュの農村開発の歴史、(h) インド、フィリ
ピン、その他の国々での地域開発プログラム 
④ 協同組合と農村のビジネス経営 




 (a)稲の新品種、(b) 稲の調査―試験栽培・種子の繁殖・収穫量の比較、(c) 拡大プログラムのため
の研修の原則、(d) インド・アメリカ・日本・他の国々での拡大アプローチ、(e) 灌漑と機械化 
 ⑥ 教育 
 (a)バングラデシュの農村教育の問題、(b)デンマーク国民学校、(c)アメリカのランドグラントカレ
ッジ、(d)コミラでの成人教育とFeeder School、(e)青年プログラム 







る事務所としての目的等が残されていた。また、後に郡研修開発センター（Thana Training and Development 
Center ）として使用されるようになった。 
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BARDでの最初の研修は、1959年8月に東パキスタン行政官 (Executive Class Ⅱ) 10人を対象
として行われた。研修内容は、農村開発におけるさまざまな見地を主題として２ヵ月に及んで実施さ




I, 1977：pp. 355-357）。 















3.2  緑の革命―クミッラ県での実験 
3.2.1  既得権益集団の動員（1959年～） 
1960年、BARDは、Comilla  Kotowari Thana Council（クミッラコトワリタナ委員会）の設立
と同時に、現地調査と村の状態・ニーズの観察を基礎とした農村開発の実験をコトワリ郡で開始した
38。その目的は、①農村経営にとって有効なシステムを研修プログラムと連動させて開発する、②協






















て活躍できるように訓練しなければならなかった(Khan N, 1977：p.359.)。 
一方、1962-63年にサークル・オフィサー349人がBARDでのオリエンテーション研修を受講した。1969
年６月までには総数1,372人のサークル・オフィサーが研修を受けていることから（Khan, N, 1977：356.., 
BARD, 1983：p.103.）、特に初期の研修に力が注がれていたことが分かる。さらに、全ユニオン評議会議
長・議員は、ダッカとラジシャヒで開催された代表者会議に招待された。ここでは、首相自らが計画の重








                                                  
38 Khan, N, 1977：p.357. なお、Comilla Kotowari Thana Councilは、1961年12月にKTCCAとして再編
成された。 
39 なお、Rural Works Programmeは、PL480によって1961-62年に導入され、後にFood for Work Programme 
へと拡大していった（第２章参照）。 
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表1-9 : KSSの数とメンバー総数（1961-62～1970-71年） 
                                  メンバー総数、平均人数：人 
  年 1961-62 1962-63 1963-64 1964-65 1965-66 1966-67 1967-68 1968-69 1969-70 1970-71
KSS      59   110   122   152   154   225   261   301    316    328 
ﾒﾝﾊﾞｰ   1,860  3,156  3,833  4,710  5,161  8,462 11,518 11,673  11,151  11,239 
平均     31    28    31    32    32    37    44    38     35     34 
出所 : Hasnat Abdul Hye, Cooperatives-Comilla and After, Bangladesh Academy for Rural Development, 
September 1993, p.12. 
 
表1-10 : クミッラ県居住者の農地所有状況（1969年） 
 
農地所有面積（エーカー） 居住者平均（％） メンバー（％） 非メンバー（％） 
土地なし農民        15            2            24 
０－１            31           12            41 
１－２            24           43            13 
２－３            14           18            12 
３－５            11           16             7 
５以上             5            8             3 
 合計   100％ 合計   100％ 合計    100％ 




 年 KSSの数 メンバー総数（人） 
1060-61 4 _ 
1961-62 11 614 
1962-63  6 490 
1963-64 25 1,160 
1964-65 24 1,215 
1965-66 16 644 
1966-67 10 633 
注 : _は、原本にデータの記載なし。 
出所 : Ibid., p.38.より筆者作成。 

































































表1-12 : 近代農法に要する諸費用と売上額 : KSS (44エーカー、1968年)              
単位：ルピ  ー
                    諸費用            売上額 
農業労働者日当合計    12,291.85 精米      2,355.5.モン
ド 
       44,865.56
種子          697.37 わら       2,200 モンド         2,200.00
化学肥料・殺虫剤        9,321.06  
機械と水        4,948.76  
運輸とマーケティング        1,847.42  
（経営費用小計） (29,106.46)  
農地借用       19,936.00  
利子        2,401.12  
      （間接費用小計） (22,337.12)  
諸経費総額              51,443.58 売上総額        47,065.56
注 : 1モンドは約37.3 kg。 
出所 : Akter Hameed Khan, A Cooperative Farming Project in Comilla(January 1968- June 1968) , 

































表1-13 : 近代農法に要する諸費用と売上額 : KTCCA（７エーカー、1968年）         
 単位：ルピー         
          諸費用            売上額 








稲の種類       







農業労働者の日当合計  2,275  2,925  3,610 IR-8    258      255
種子     45     68    116 台北     143
化学肥料  1,252  1,387  1,045 パジャムⅡ      62    76      6
機械・水  3,997    652  1,630 Nigershail    17 
輸送・マーケティング     400   109 Latishail     6 
間接費用    716    558  1,239 その他     11   148 
  穀物売上総額    331   247    404
  わら    817   255    400
諸経費総額  8,285  5,950  7,749 売上総額  9,909 6,685 10,900
１エーカーに要する費用  1,184    856  1,107 １エーカーの売上金  1,416   955  1,556
注１：記載のないものは、原本にデータなし。 
出所：Ibid.,p.7. 
表1-14 : 農作物（乾季）の栽培状況（1965-66～1968-69年） 
                      単位 : エーカ  ー
               年 
農作物 
    1965-66      1966-67      1967-68      1968-69 
 IR-8      （なし）     39         2,177         4,336
 台北177    （なし）        592         2,228         2,356
 パジャムⅡ      （なし）   （なし）            15         1,458
 チャイナ Ⅰ     （なし）      （なし）    （なし）            16
 在来種ボロ     N.A.       1,722           942         1,042
 Shaittu N.A.       2,133          1,017           496
 じゃがいも         1,048         539           443           511
 すいか          210         251            79            64
 野菜          258         256           341           373
 さつまいも          445         732           789           596
 その他 N.A.         989           597           338
 合計        1,951        7,253         8,628        10,794
注 : IR-8、Taipei177、Pajam2、China１は1966-67年に、すいかは1964-65年にクミッラ県に推奨された。 
出所 : Nurul Islam Khan, Bangladesh District Gazetteers Comilla, Dacca: Bangladesh Government Press, 1977, p.366. 
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表1-15 : 化学肥料・殺虫剤を使用しているショミティ数と使用総量の推移（1962-63～1968-69年） 
単位：ポンド               
   年 1962-63 1963-64 1964-65 1965-66 1966-67 1967-68 1968-69 
 機関数      30         35         45       54         80        91       144 
 化学肥料  17,96,612  17,28,117  19,85,163  22,95,861  35,13,872  39,65,102  42,91,224
 殺虫剤      7,817     11,070     18,800    20,126     25,941     57,611     50,688
出所 : Ibid.,p.369. 
 
表1-16 : 灌漑設備の導入－井戸の数と灌漑面積の推移（1962-63～1968-69年） 
単位：エーカ  ー
     年 1962-63   1963-64     1964-65   1965-66   1966-67   1967-68   1968-69 
井戸        2        12         34         25         46         91      126 
灌漑面積        36       424      1,006      1,127      2,350      3,892      6,204
出所 : Ibid. 
 
いうことを切り札に、その作付けを奨励し続けた。BARDの専門家は農民に対してデモンストレーション





カー、1968-69 年には4,336 エーカーと、飛躍的に拡大していった（表 1-14 参照）。その一方で、ベンガ
ルの人々が好んで食するじゃがいもの作付け面積は、1965-66 年には 1,048 エーカーであったが、その後
3 年間に約半分に縮小されてしまった。IR-8 の作付面積拡大に伴い化学肥料と殺虫剤の投入量は増大し、
井戸の設置と井戸による灌漑作付面積も拡大していった。1962-63年から1968-69年までのそれぞれの増
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表1-17 : KSSのローンと負債額（1961-62～1970-71年） 









返済額 未返済額 負債額 1人当たり 
負債額(タカ)
1961-62  236 236 69 176 137 74 
1962-63 176 385 561 216 354 222 70 
1963-64 354 519 873 287 578 358 93 
1964-65 578 725 1,303 552 751 446 91 
1965-66 751 796 1,547 660 887 471 91 
1966-67 887 1,670 2,557 971 1,586 1,035 112 
1967-68 1,586 4,244 5,830 1,801 4,029 2,926 254 
1968-69 4,029 2,930 6,959 2,354 4,604 2,993 256 





1,554 6,097 1,115 4,981 2,768 246 
注 : 数値に誤差があるが、出所通り記載している。例えば、1969-70年の未返済額は、原本では5,442と記載
されているが、4,543の誤りと思われる。 
出所 : Hasnat Abdul Hye, op.cit., p.20.より筆者作成 
 
表1-18 : KSSの貯蓄（1961-62～1970-71年） 
単位 : 千タカ 
 
年 
 貯蓄  出資金   合計 年間資本蓄積 1人当たり 
年間資本蓄積 
1961-62      28       11        39         _        _ 
1962-63        82       41       123     84       27 
1963-64       151       69       220       97       25 
1964-65       170      135       305       85       17 
1965-66       202      214       416      111       22 
1966-67       287      264       551      135       16 
1967-68       554      549     1,103      552       48 
1968-69       831      780     1,611      508       44 
1960-70       975      874     1,849      234       21 
1970-71     1,192     1,021     2,213      364       32 
出所 : Ibid..p.18. 
 
表１-19 : KTCCAの補助金（1961-62～1985-86年） 
                                                                                単位：千タカ 
タイプ 項目 総計 
国家歳入助成金 機械化農業            2,859,760 
国家歳入助成金 井戸調査            2,575,500 
資本助成金 政府と対外援助           16,250,661 
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表1-20 : KTCCAの収支（1961-62～1970-71年） 
                                         単位 : タカ 
年 総収入 総支出 年度収支 前年度繰越 収支 
1961-62       96,730       109,722     －12,992            0 －12,992 
1962-63      580,743      567,608    19,135 －12,992     6,114 
1963-64   1,949,901     1,806,158      143,743     6,114      149,887 
1964-65     2,829,783     2,736,948     92,835      149,887      242,722 
1965-66     3,819,612     3,779,099       40,513      242,722      283,235 
1966-67     4,155,103     4,027,236       127,867      283,235      411,102 
1967-68     7,961,728     7,776,741    184,987      411,102      596,089 
1968-69     8,088,932     7,830,983    257,549      596,089      854,038 
1969-70     6,011,636     6,358,908 －347,272      854,038      506,766 
1970-71     3,050,940     3,340,457     －289,517      506,766      217,259 
出所 : Ibid..p.52. より筆者作成  
 
表1-17は、1961-62 年から1970-71年にかけてのKSS全体のローンと負債額について見たものである。
これによると、10 年の間にKSS の負債額は 20.2 倍に、ローンは 28.3 倍にも増えていることが分かる。
また、初年度から、ローン未返済分と負債額の合計は37万3000タカにも達していた。表1-18は、KSS 
全体の貯蓄と資本蓄積について見たものである。これによると、1960-61 年当初の貯蓄と拠出金の合計は
僅か３万 9000 タカで、資本蓄積は０から始まっている。その後 10 年間で、貯蓄・拠出金は 56.7 倍にも
増加し、1962-63年から1970-71年の９年間で資本蓄積は4.3倍に増加している。だが、10年間の貯蓄・ 
拠出金総額221 万 7000 タカは、ローンと負債額の総額 886 万 5000 タカを 665 万 2000 タカも下回って
いる。 
これに対して、KTCCAは政府や外国援助による助成金（表1-19参照）を元手に米の増産をはかって商















                                                  
45 Md.Abdul Quddus, Rural Development in Bangladesh-Strategies and Experience, Bangladesh Academy 
for Rural Development Kotobari, Comilla, 1996,pp.115-116. Md.Abdul Quddusが彼らの見解（Swadesh Bose, 
The Comilla Co-operative Approach and the Prospects for Broad-based Green Revolution in Bangladesh, 
World Development, Vol.2.No.8. August, 1974, Harry W. Blair, Rural Development, Class Structure and 
Bureaucracy in Bangladesh, World Development, Vol.6. 1978, and Azizur Rahman Khan, The Comilla 
Model and the Integrated Rural Development Programme of Bangladesh ：An Experiment in Co-operative 
Capitalism, World Development, Vol.7. 1979.を要約しているので、それに依っている。 
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（Integrated Rural Development Programme ; 総合農村開発計画）によって全国に拡大していった。














表1-21 : ２段階協同組合の推移（1979-80～1991-92年） 
               
年  
TCCAの数 KSSの数 1TCCA 当たり
のKSS数 
KSSのメンバー数  
総数       KSS平均人数
1979-80    300     39,629      132    1,297,214      33 
1980-81      350     44,859      128    1,504,360      34 
1981-82      427     49,046      115    1,720,629      35 
1982-83      428     53,843       126    1,949,938      36 
1983-84      448     58,276      136    2,128,618      36 
1984-85      448     63,001      141    2,312,345      37 
1985-86      449     63,584      142    2,333,427      37 
1986-87      449     64,201      143    2,383,769      37 
1987-88      449     65,669      146    2,444,430      37 
1988-89      449     67,084      149    2,385,075      37 
1989-90      449     67,653      150    2,451,347      35 
1990-91      449     66,669      148    2,433,312      36 
1991-92      449     66,799      149    2,434,389      36 
出所 : Ibid..pp.112-113より筆者作成  




47 Hasnat, 1993：p.67. これらの協同組合の他に、7,700のBSS(Bittahin Samabaya Samity ; 土地なし農民



















kg であった。それが、近代農法が導入された後の 1970-71 年には 15.2 kg となり、1984-85 年には
44.8 kgにも増量されている。また、BRDB設立に際しても近代農法のさらなる拡大が目標とされて
いたため、1982 年以降、灌漑設備が急速に普及されていった（表 1-24 参照）。BRDB 設立後の 10
年間で、低揚程ポンプ（Law-lift Pumps）は4.2倍、浅井戸(Shallow Tube wells)は4.3倍、深井戸
(Deep Tube wells)にいたっては27.2倍にも増えている。 
こうした近代農法の普及に伴いながら、TCCAが保護され、KSSの多くが借金を抱えるという構造
もコミラモデルから引き継がれていった。表 1-25 は、バングラデシュ独立後のKSS全体の状況につ
いて見たものである。これによると、1 人当たり貯蓄額は 1972 年が最高値となっている。これに対
して、ローン、負債額比率、ローン未返済額は年々増加の一途を辿っており、1972 年以降 1980 年
までの間に、負債額比率は約13倍、ローン未返済額は8.47倍にも膨らんでいる。一方、近代農法の
展開と共に、米、化学肥料、殺虫剤の販売を通して順調に収益金を増大させているTCCAも見られる














                                                  
48 穀物生産性の増大は、1950-71年の年率2.6%から1971-85年の年率3.4%へと上昇した。Mahabubuは「農
地が限定されている国では、近代技術を導入することによってしか穀物生産は増大しない」と述べている



















表1-22 : バングラデシュ全土への多収穫新品種の普及（1967-68～1985-86年） 
                                  単位：エーカー、割合（％） 
多収穫新品種 稲 （千エーカー） 多収穫新品種稲と小麦     種類 
年 ボロ稲  アウス稲 アモン稲 
HWV 小麦 
（千エーカー） 合計(千ｴｰｶｰ) 割合(%) 
1967-68       156        156     0.6 
1968-69 361      17       378     1.5 
1969-70       580      43       29      652     2.5 
1970-71       857      79      200     1,136     4.6 
1971-72       793     121      625     1,539     6.7 
1972-73      1,087     163     1,378       52    2,680    11.1 
1973-74      1,455     329     2,043       72    3,899    15.8 
1974-75      1,630     699     1,240       82    3,651    14.9 
1975-76      1,588     872     1,376      217    4,053    15.7 
1976-77      1,338     902     1,046      288    3,574    14.2 
1977-78      1,586     981     1,233      388    4,188    16.6 
1978-79      1,650    1,055     1,694      583    4,892    19.4 
1979-80      1,788    994     2,154     1,015    5,953    22.7 
1980-81      1,845    1,200     2,376     1,412    6,833    25.4 
1981-82      2,218    1,166     2,361     1,277    7,022    25.8 
1982-83      2,670    1,175     2,653     1,231    7,729    28.2 
1983-84      2,635    1,235     2,628     1,475    7,973    28.3 
1984-85      3,040    1,151     2,669     1,622    8,482    31.5 
1985-86      2,998    1,191     2,906     1,291    8,386    31.0 
注１：記載のないものは、原本にデータなし。 
出所 : Mahabub Hossain, Nature and Impact of the Green Revolution in Bangladesh, International Food 







                                                  
50 H氏（注29に同じ）からの聞き取り調査による（2004年12月27日と2005年1月1日）。 
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表1-23 : バングラデシュ全土への化学肥料の普及（1960-61～1984-85年） 
化学肥料 （千トン） １エーカー当たりの投入量（kg）  
年 アモンシーズン ボロシーズン アウスシーズン 年間（合計） 年間（合計） ボロシーズン 
1960-61 20 13 16 49 0.9 2.0 
1965-66 45 28 35 108 1.7 5.3 
1970-71 109 130 70 309 4.6 15.2 
1873-74 109 200 81 390 5.9 22.1 
1975-76 139 234 92 465 7.0 24.1 
1976-77 154 227 140 521 8.0 24.9 
1977-78 207 325 195 727 10.9 33.0 
1978-79 256 258 140 754 11.1 35.7 
1979-80 252 424 179 855 12.5 37.6 
1980-81 265 429 195 889 12.8 35.2 
1981-82 291 392 160 843 12.1 30.9 
1982-83 245 507 216 968 13.7 38.0 
1983-84 267 629 233 1,129 16.1 47.3 
1984-85 364 669 228 1,261 18.1 44.8 
出所 : Ibid..p.30.より筆者作成 
 
表1-24 : BRDB設立前後の灌漑設備数（1981-82～1991-92年） 
 
 低揚程ポンプ 浅井戸 深井戸 
① BRDB設立前 905 8,188 494 
② BRDB設立後    
1981-82 1,001 7,020 313 
1982-83 _ 7,567 717 
1983-84 _ 6,516 879 
1984-85 540 4,411 3,910 
1985-86 460 2,240 2,045 
1986-87 450 928 1,088 
1987-88 571 1,020 1,066 
1988-89 250 1,910 776 
1989-90 431 1,239 1,330 
1990-91 101 1,468 767 
1991-92 _ 904 505 
合計 ① BRDB設立前 905 8,188 494 
   ② BRDB設立後 3,804 35,430 13,416 
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表1-25 : バングラデシュ独立以降のKSSの状況（1972～1980年） 
 



















1972    172     24    136,316     81.0   118.52 1:1.46   328.79
1973    117     26 (2,611,193)   64.0   208.41 1:3.26  439.57
1974     97     26  387,290     59.1   241.41 1:4.08  480.75
1975    100     27    480,474     59.2   317.68 1:5.37  557.02
1976    117     28  525,640     63.5   364.11 1:8.57  696.08
1977    109   ( 109)    649,088     61.9   530.31 1:13.82    916.74
1978    110     31    ( 84,407)     64.3   888.38 1:13.95   1309.65
1979    134     34    104,266     67.5   941.83 1:13.95   1602.45
1980    148     33 1,300,532     71.0 1346.15 1:18.96   2785.34
注 : 括弧内の数字は、原本の記載に誤りがあるものと思われる。 
出所 : Ibid., p.96.  
 
表１-26 : TCCA－米販売による収益（1978-79～1990-91年） 







   （モンド）
利益 
    （タカ） 
ボーナス 
（タカ）
1978-79        1 177 177 3,094 2,710 
1979-80        1 1,313 1,313 30,152 2,614 
1980-81        1 1,914 1,914 25,338 19,004 
1981-82        4 1,013 1,013 31,927 23,945 
1982-83        4 4,600 4,600 38,719 29,039 
1983-84        4 3,180 3,180 84,691 63,518 
1984-85       10 10,186 4,576 31,770 23,827 
1985-86       16 11,439 2,913 40,068 30,051 
1986-87       20 33,380 7,954 311,580 233,685 
1987-88       20 35,306 21,085 189,371 142,028 
1988-89       17 19,788 19,714 284,829 213,622 
1989-90       20 2,943 16,281 116,978 13,582 
1990-91       24 41,850 39,015 713,551 _ 
注 :  _は原本にデータの記載なし。 
出所 : Ibid.,p.163. 
 
表1-27 : TCCA－化学肥料販売による収益（1971-72～1991-92年） 









TCCAの数 金額（タカ）  
損失 
TCCAの数  金額（タカ）
1971-72 16 29  1,996,000 29  2,210,000 0 0
1972-73 16 52  3,143,000 52  2,408,000 0 0
1973-74 17 64  4,151,000 64  2,605,500 0 0
1974-75 17 69  3,747,000 69  2,819,000 0 0
1975-76 17 61  4,420,000 61  1,701,000 0 0
1976-77 18 61  4,574,000 61  2,200,100 0 0
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1977-78 18 64  2,962,000 64  2,407,000 0 0
1978-79 18 63  2,082,000 63  2,880,000 0 0
1979-80 18 71  1,693,000 71  3,480,482 0 0
1980-81 14 62    924,387 61  3,693,531 1   25,918
1981-82 16 67    625,259 64  3,063,531 3   88,184
1982-83 19 68    692,791 64  2,529,590 4   14,048
1983-84 20 60    250,897 50  2,529,591 10  174,458
1984-85 22 109  1,030,080 108  2,128,942 1     4,223
1985-86 13 121    144,658 115  1,810,050 6  132,212
1986-87 20 97    443,134 88    668,390 9  169,875
1987-88 21 85    119,765 78    733,512 7  451,051
1988-89 _ 58 4,999,321 52   552,676 6  243,851
1989-90 _ 34   2,404,350 23   257,671 11  107,446
1990-91 _ 20   1,801,407 18   276,399 2   16,474
1991-92 _      5      3,380 5   658,757 4  117,847
注 :  _は原本に記載なし。1988-89年以降の販売実績の単位はトン。 
出所 : Ibid.,p.141.and p.160.より筆者作成 
 
表１-28 : TCCA－殺虫剤販売による収益（1979-80～1991-92年） 
 
年 販売を行ったTCCAの数 投資額  （10万タカ） 収益   （10万タカ）
1979-80 44 90.12          6.5 
1980-81 77 39.65          1.18 
1981-82 90 51.33          2.11 
1982-83 78 38.86          1.75 
1983-84 91 28.01          2.19 
1984-85 77 14.49          1.48 
1985-86 76 18.08          0,43 
1986-87 70 8.97          0.41 
1987-88 50 10.82          0.52 
1988-89 39 3.80          0.21 
1989-90 26 11.78          0.18 
1990-91 20 26.67          0.44 
1991-92 4 1.42          0.08 
出所 : Ibid.,p162. 
 
表1-29 : ２段階協同組合の貯蓄・資産（1979-80～1991-92年） 
                                               単位 合計：千万タカ、平均：タカ 
 1979-80 1980-81 1981-82 1982-83 1983-84 1984-85 1985-86 1986-87 1987-88 1988-89 1989-90 1990-91 1991-92
合
計 
9.83 12.75 15.54 19.21 26.48 32.24 37.12 40.44 57.28 51.17 55.95 59.30 61.88
平
均 
   75    76    95   90  120  140  159  170  234  214  228  243  254 
出所 : Ibid.,pp.112-113.より作成 
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